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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
で
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
沿
岸
部
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
五
月
下
旬
、
取
材
で
訪
れ
た
仙
台
市

荒
浜
地
区
で
は
、
多
く
の
家
々
が
土
台
部
分

を
残
し
て
消
失
し
て
お
り
、「
杜
の
森
」
に
は

似
つ
か
ぬ
土
色
の
光
景
が
一
面
に
広
が
っ
て

い
た
。

　

震
災
か
ら
三
カ
月
が
経
過
し
、
被
災
地
で

は
が
れ
き
の
処
理
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
際
、
問
題
と
な
る
の
が
建
材

な
ど
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
ば
く
露

対
策
だ
。
今
後
、
復
旧
・
復
興
工
事
が
本
格

化
す
る
に
と
も
な
い
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健

康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省

で
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
建
設
事
業

者
な
ど
に
対
し
、
建
物
の
解
体
作
業
に
入
る

前
に
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
や
電
動
フ
ァ
ン

付
き
呼
吸
用
保
護
具
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど

を
徹
底
す
る
よ
う
通
達
し
た
。
ま
た
、
が
れ

き
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
か
ら
無
償
提
供
さ

れ
た
防
じ
ん
マ
ス
ク
約
九
万
枚
の
配
布
も

行
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
今
回
の
震
災
で
は
津
波
に
よ
る
被

害
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
建

設
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
地
域
の
住

民
が
ば
く
露
す
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
厚
労
省
と
環
境
省
は
、
大
学

や
研
究
機
関
の
専
門
家
か
ら
な
る
「
東
日
本

大
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
合
同
会
議
」（
委
員

長
・
神
山
宣
彦
東
洋
大
学
客
員
教
授
）
を
設

置
し
た
。
五
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一

回
合
同
会
議
で
は
、
被
災
地
で
実
施
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
基
本
方

針
を
固
め
る
と
と
も
に
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
健
康
被
害
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
た
。

有
害
性
の
強
い
ア
ス
ベ
ス
ト

　

ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
や
ク
ロ

シ
ド
ラ
イ
ト
な
ど
目
に
見
え
な
い
ほ
ど
細
か

い
繊
維
状
の
鉱
物
の
総
称
で
あ
る
。
摩
擦
に

強
い
ほ
か
、耐
熱
性
、断
熱
性
に
も
す
ぐ
れ
て

お
り
、加
工
も
容
易
な
こ
と
か
ら
、近
代
に
入

り
、産
業
界
で
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

わ
が
国
で
も
明
治
期
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
製

品
の
輸
入
が
始
ま
り
、
高
度
経
済
成
長
期
に

は
年
間
三
○
万
ト
ン
を
超
え
る
量
が
消
費
さ

れ
た
と
い
う
。
だ
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
大
量

に
吸
入
す
る
と
石
綿
肺
や
肺
ガ
ン
、
中
皮
腫

な
ど
呼
吸
器
系
の
疾
患
を
引
き
起
こ
す
と
指

摘
さ
れ
て
き
た
。

　

わ
が
国
で
は
一
九
七
○
年
代
か
ら
ア
ス
ベ

ス
ト
の
有
害
性
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
段
階
的
に
法
的
規
制
が
強
め
ら
れ
た
。

二
○
○
四
年
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
一
％
以
上

含
む
製
品
の
製
造
、
使
用
が
原
則
禁
止
さ
れ
、

さ
ら
に
二
○
○
六
年
に
は
こ
の
基
準
が
○
・

一
％
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
で
は

使
用
量
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
っ
た
も
の
の
、
一

九
九
五
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
に
は

吹
き
付
け
材
や
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
に
依

然
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
建
築
物
の
倒
壊

や
そ
の
後
の
解
体
工
事
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
大

量
に
飛
散
し
、
多
く
の
建
設
労
働
者
が
吸
引

し
た
可
能
性
が
あ
り
、
○
八
年
に
は
震
災
直

後
、
兵
庫
県
西
宮
市
内
で
建
物
解
体
作
業
に

あ
た
っ
た
三
○
歳
（
当
時
）
の
男
性
が
ア
ス

ベ
ス
ト
を
吸
入
し
た
こ
と
で
中
皮
腫
を
発
症

し
た
と
し
て
、
労
災
を
申
請
し
、
認
定
さ
れ

て
い
る
。

専
門
機
関
の
調
査
で
飛
散
を
確
認

　

合
同
会
議
に
先
立
ち
、
環
境
省
で
は
四
月

上
旬
、
本
格
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行

う
前
の
予
備
調
査
と
し
て
、
宮
城
県
、
福
島

県
、
茨
城
県
の
う
ち
、
津
波
に
よ
る
被
害
が

甚
大
な
所
や
地
震
に
よ
り
建
築
物
の
倒
壊
が

目
立
つ
と
こ
ろ
な
ど
一
五
地
点
で
ア
ス
ベ
ス

ト
大
気
濃
度
を
測
定
し
た
。

　

調
査
は
環
境
省
が
策
定
し
た
「
ア
ス
ベ
ス

ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
っ
て

行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
ど
の
地
点
で

も
一
本
を
超
え
る
繊
維
は
検
出
さ
れ
ず
、
通

常
の
大
気
環
境
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
い
と
結
論

づ
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
厚
労
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
が
四
月
下
旬
に

宮
城
県
内
の
が
れ
き
集
積
所
な
ど
三
地
点
で

行
っ
た
調
査
で
は
石
綿
を
含
む
が
れ
き
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
気
環
境
測
定
を

行
っ
た
荒
浜
地
区
で
は
空
気
一
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
一
本
を
超
え
る
飛
散
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　

五
月
三
○
日
に
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
た

第
二
回
合
同
会
議
で
は
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

山
形
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
千
葉
の
八
県
、

約
一
三
○
地
点
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
実

施
を
決
定
。
倒
壊
、
半
壊
し
て
い
る
建
築
物

や
が
れ
き
処
理
場
は
も
ち
ろ
ん
、
被
災
し
た

住
民
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
周
辺
で
も

大
気
濃
度
を
測
定
す
る
。

　

会
議
で
は
が
れ
き
処
理
現
場
で
作
業
に
あ

た
る
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
の
ば
く
露
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
個

人
サ
ン
プ
ラ
ー
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
も
確
認
し
た
。

　

厚
労
省
と
環
境
省
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
七
月
上
旬
を
目
途
に
第
三
回

会
議
を
予
定
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部
　
米
島
康
雄
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
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震
災
関
連
で
厚
労
省
と
環
境
省
が
合
同
会
議

がれき集積所を視察する合同会議メンバー




